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1．はじめに
　近年、企業が新卒採用選考時に重視を続けている項目に「コミュニケー
ション能力」がある。朝日新聞（2009年3月29日、2010年3月28日の各
朝刊）の記事によると、企業は学生一人ひとりの人物像を慎重に見極め、
より優秀な人材を獲得するため、面接やグループ討論を実施するなど人と
関わる能力、対話能力の重視の姿勢を強めているという。
　そこで、朝日新聞が取り上げた日本経済団体連合会による「新卒採用
（2010年3月卒業者）に関するアンケート調査」1）を見ると、2010年度の
採用選考にあたって特に重視した項目は、7年連続「コミュニケーション
能力」が第1位となっており、これを選択した企業割合は81．6％に達し、
昨年度より5ポイント上昇している。なお、この傾向は今後も続くのでは
1）2010年2月～3月に実施、企業会員1，283社対象、回答425社。
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ないかと思われる。
　そのような状況下で、これまで大学教育の中で行ってきた「国語表現
法」「日本語表現法」に類する科目（以下、言語表現法科目）はどの程度
まで対応できるのであろうか。もちろん、言語表現法科目の目的が就職対
策にあるというわけではない。しかし、言語表現科目で学び身に付けたも
のが大学生活で生かされ、就職試験においても役立ち、さらに卒業後の社
会生活でも有用であることは強く期待されるところである。
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　このようなことから、本稿ではコミュニケーション能力の基盤を培うこ
とに通じる言語表現法科目の内容と実践のあり方について検討を行う。
2．音声表現教育の系統性
　本章では、コミュニケーション能力と関連の深い音声表現教育について
井上（2010a・2010b）によって小学校から高等学校までの系統性を概
観し、次章で大学生を対象とする音声表現教育について検討する。
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2．1　話すこと・聞くこと
2．1．1　小学校・中学校の「目標」
　新学習指導要領（平成20年版）は、「A話すこと・聞くこと」「B書く
こと」「C読むこと」の各領域と新設の「伝統的な言語文化と国語の特質
に関する事項」の3領域1事項によってその「内容」を構成している。小
学校では各学年の目標を2学年ごとにまとめて3段階で、中学校では1学
年ごとの3段階で示している。以下、そこに示された「A話すこと・聞く
こと」に関する目標を順次みていく。
　小学校の「目標」全体を通してみると、いずれも前段で「話すこと・き
くこと」の相手、目的、意図や話題内容を示し、「話す能力」「聞く能力」
「話し合う能力」の習得について述べた後、後段で「話したり聞いたりす
る態度」の育成について述べている。
〔第5学年及び第6学年〕の目標
　目的や意図に応じ、考えたことや伝えたいことなどについて、的確
に話す能力、相手の意図をつかみながら聞く能力、計画的に話し合う
能力を身に付けさせるとともに、適切に話したり聞いたりしようとす
る態度を育てる。
　また、中学校の「目標」全体を通してみても、小学校と同一構造の文章
により、「話すこと・聞くこと」が行われる「条件」、その「能力の習得」
と「態度の育成」について述べている。
〔第1学年〕の目標
　目的や場面に応じ、日常生活にかかわることなどにっいて構成を工
夫して話す能力、話し手の意図を考えながら聞く能力、話題や方向を
とらえて話し合う能力を身に付けさせるとともに、話したり聞いたり
して考えをまとめようとする態度を育てる。
　このように、小学校と中学校の「話すこと・聞くこと」の目標において
その系統性の重視されていることが分かる。
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2．1，2　小学校・中学校の「内容」
　小学校・中学校の新学習指導要領の「内容」は、（1）指導事項と（2）
言語活動例によって構成されている。
　（1）指導事項
　小学校・中学校における「A話すこと・聞くこと」の指導事項は、次の
4点から構成されている。
　①話題設定や取材に関する指導事項
　②話すことに関する指導事項
　③聞くことに関する指導事項
④話し合うことに関する指導事項
【図1】「話すこと・聞くこと」の指導事項
イ面
ホ目
　上記①は児童生徒が何を話題として取り上げ、その題材をどう取材する
か、②～④は児童生徒が設定された話題に関し「話すこと」「聞くこと」
「話し合うこと」をどのように行うかに関する指導事項である。
　（2）言語活動例
　内容（2）には、内容（1）の指導事項を指導する際の具体的な言語活
動が例示されている。すなわち、「話すこと」と「聞くこと」とが一体化
して考えられるように、小学校では説明や報告、それらを聞いての感想・
意見・助言・提案、また、質問・応答・協議・討論などの「知的な言語活
動例」が示される。それと同時に、挨拶・連絡・紹介・推薦をしたり図表
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や絵、写真などをもとに話したり聞いたりするなどの「伝え合う言語活動
例」が示されている。
　中学校でも同様に、報告や紹介、説明・発表・スピーチをしたり、それ
らを聞いて質問・助言をしたりすること、対話・討論を行うなどの言語活
動例が示されている。それらは、小学校と同じ名目の言語活動であっても
螺旋的・反復的に繰り返し学習されるべき性格のものであると考えられ、
その点で言語活動の系統性を認めることができると言える。
2．1．3　高等学校の「目標」と「内容」
　（1）目標
　高等学校では教科の目標に続き、国語の科目ごとにその目標が示されて
いる。ここでは小学校・中学校との国語学習の系統性が高いと考えられる
新学習指導要領（平成21年版）の「国語総合」と「国語表現」の2科目
を取り上げる。
（国語総合）
　国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高
めるとともに、思考力や想像力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚
を磨き、言語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図
る態度を育てる。
（国語表現）
　国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合うカを高め
るとともに、思考力や想像力を伸ばし、言語感覚を磨き、進んで表現
することによって国語の向上や社会生活の充実を図る態度を育てる。
　必履修科目である「国語総合」の目標、そして理解よりも表現の能力に
重点を置く「国語表現」の目標それぞれにおいて小学校・中学校の国語の
目標との系統性を認めることができる。しかし、小学校・中学校と対応す
るような「話すこと・聞くこと」「読むこと（音声面）」という領域別の目
標が示されていないため、高等学校の2科目における小学校・中学校の国
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語の「目標」との系統性は確認が難しい。
　（2）内容
　　「内容」は、小学校・中学校のように「話すこと・聞くこと」に関する
指導事項4点が示されないが、便宜上、それらと対応させてみていく。
　まず「話題設定や取材」からみると、選択科目の「国語表現」では「話
題や題材に応じて情報を収集し、分析し」と取材に関する指導事項がある
のに対し、必履修科目の「国語総合」ではそのような記述がなく、小学
校・中学校からの系統性を認めることができない。
　次に、「話すこと」については「国語総合」では「論理の構成や展開を
工夫して意見を述べること」（下線は筆者、以下同じ）、「国語表現」では
「目的や場に応じて、言葉遣いや文体など表現を工夫して効果的に話し」
とあるように小学校・中学校からの「内容」における系統性を認めること
ができる。しかし、「聞くこと」については「国語総合」では「目的や場
に応じて、効果的に話したり的確に聞き取ったりすること」と簡略に示す
程度であり、また「国語表現」ではまったく言及がないなど「内容」にお
ける系統性を認めることが難しい。
　最後に、「話し合うこと」については、「国語総合」では課題の解決、思
考の深化という話合いの2つの目的を明示している。そして、その目的の
達成に向けて、話合いでは「進行の仕方（中学校第3学年）」に「表現の
仕方（国語総合）」を加えて工夫することを示し、また「論拠の妥当性を
判断しながら（国語表現）」話合いを行うとしている点で、「内容」におけ
る系統性を認めることができる。
　（3）　言語活動例
　「国語総合」の言語活動としては、スピーチ・説明・報告・発表、話合
い・討論など、「国語表現」では発表・討論・紹介・連絡・依頼などが例
示されている。これは、同じ名目の言語活動であっても小学校・中学校及
び各学年段階での目標に応じた水準の言語活動として行われ、それが高等
学校に至るまで螺旋的・反復的に繰り返し学習されるべき性格のものとし
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て位置づけられていると考えられる。しかし、今後は、その言語活動の質
的内容までを明確化する必要があるのではないかと思われる。
2．2　読むこと（音声面）
2．2．1　小学校の「内容」
　小学校の新学習指導要領の「内容」における「C読むこと（音声面）」
にっいてみると、以下のように2学年ごとの3段階で示されている。ま
た、関連する〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕についても
記しておく。
〔第1学年及び第2学年〕2内容　C読むこと（1）
　ア　語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること。
〔第3学年及び第4学年〕2内容　C読むこと（1）
　ア　内容の中心や場面の様子がよく分かるように音読すること。
　〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
　ア　易しい文語調の短歌や俳旬について、情景を浮かべたり、リ
　　ズム感を感じ取りながら音読や暗唱をしたりすること。
〔第5学年及び第6学年〕2内容　C読むこと（1）
　ア　自分の思いや考えが伝わるように音読や朗読をすること。
　〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
　ア　伝統的な言語文化に関する事項
　　　親しみやすい古文や漢文、近代以降の文語調の文章につい
　　て、内容のだいたいを知り、音読すること。
　新学習指導要領（平成20年版）では、旧学習指導要領（平成元年版）
にあった「声に出して読むこと」を「音読」と「朗読」に区別している。
　音読と朗読の違いは、新学習指導要領の解説によれば「音読が、文章の
内容や表現をよく理解し伝えることに重点があるのに対して、朗読は、児
童一人一人が自分なりに解釈したことや、感心したことなどを、文章全体
に対する思いや考えとしてまとめ、表現性を高めて伝えることに重点があ
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る」としている。
　また、第1～4学年では引き続き「理解」活動としての「音読」を挙げ
ているが、第3・4学年で易しい文語調の短歌や俳旬の「音読や暗唱」を
新たに加えている。そして、第5・6学年で新たに「音読や朗読をするこ
と」を設定し、「表現」活動への発展を意図している。
　このように、新学習指導要領では「音読・朗読・暗唱」を明記してお
り、このことはコミュニケーション能力の育成、さらに古典指導の重視な
どと密接に関係するものと思われる。
2．2．2　中学校の「内容」
　中学校の新学習指導要領の「内容」における「C読むこと（音声面）」
についてみると、以下のようである。
〔第1学年〕2内容　C読むこと（2）言語活動例
　ア　様々な種類の文章を音読したり朗読したりすること。
　〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
　ア　伝統的な言語文化に関する事項文語のきまりや訓読の仕方
　　を知り、古文や漢文を音読して、古典特有のリズムを味わいな
　　がら、古典の世界に触れること。
〔第2学年〕2内容
　〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
　ア　伝統的な言語文化に関する事項（ア）
　　　作品の特徴を生かして朗読するなどして、古典の世界を楽し
　　むこと。
〔第3学年〕
（音読・朗読に関する指導事項なし）
　新学習指導要領では、第1学年の（2）言語活動例に「音読・朗読」を
明記し、また古典作品については〔伝統的な言語文化と国語の特質に関す
る事項〕の第1学年で「音読」、第2学年で「朗読」を取り上げている。
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このことからは「読むこと（音声面）」の指導を系統化しようとする意図
を読み取れる。しかし、第3学年において「読むこと（音声面）」に関す
る指導事項を挙げていないため、系統性の観点からはその設定が期待され
るところである。
2．2．3　高等学校の「内容」
　新学習指導要領における国語科の科目は、国語総合・国語表現・現代
文A・現代文B・古典A・古典Bの6科目である。このうち、「読むこと
（音声面）」に関する指導事項を挙げるのは、国語総合、現代文A、古典
A、古典Bの4科目である。
　国語総合は「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C読むこと」の3
領域と新設の「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の1事項で
「内容」を構成している。「読むこと（音声面）」についてみると、従来の
「理解・鑑賞」活動としての音読・朗読に「暗唱」を加えている。
3内容の取扱い（4）内容Cの指導の配慮事項
イ　文章を読み深めるため、音読、朗読、暗唱などを取り入れること。
　次に、現代文Aでは2内容（1）言語活動例アで「文章の調子などを味
わいながら音読や朗読をしたり、印象に残った内容や場面について文章中
の表現を根拠にして説明したりすること」のように「理解・鑑賞」活動と
しての音読・朗読を示している。
　また、古典Aでは「古文や漢文の調子を味わいながら音読、朗読、暗
唱をすること（2内容（2）言語活動例ア）」、古典Bでも「古典を読み
深めるため、音読、朗読、暗唱などを取り入れること（3内容の取扱い
（2））」のように「理解・鑑賞」活動、また「表現」活動としての「読む
こと（音声面）」を取り上げている。
　以上のことから、新学習指導要領では国語総合において①「暗唱」を加
えたこと、②現代文科目（現代文A）で「音読・朗読」を取り上げたこ
と、③古典科目（古典A・古典B）で「音読・朗読・暗唱」の3者を明記
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したことなどが「読むこと（音声面）」の系統性の観点から見て特筆すべ
き点であると言える。
3．大学生対象の言語表現法
前章で見た大学に至るまでの音声表現教育の目標と内容の系統性に対
し、大学での音声表現教育はどうなっているだろう。
3．1　言語表現法のテキスト
　言語表現法科目においては、必ずしもテキストを使用した授業が行われ
ているとは限らない。しかしながら、それぞれの科目担当者がテキストの
代わりに実際に使用している独自教材や準備プリントの類は入手しがたい
のが実情である。このため、以下では市販されているテキストを通して言
語表現法の内容の検討を行うこととする。
　まず、言語表現法科目のテキストの名称に注目してみよう。手元にある
10数冊のテキストには「国語表現法」「日本語表現法」「言語表現法」な
どの名称が含まれている。ちなみに、本学の開講授業科目名は「国語表現
法」であるが、筆者はテキストとして『大学生のための日本語表現トレー
ニング』を使用している。また、近年は「日本語表現法」を含むものが優
勢であると思われる。
　そこで、書籍検索サイトのBooks．OLjp2）を用いて「国語表現」「日本語
表現」を名称に含むテキスト類の発行数について調査を行った。その結果
をグラフ2に示す。
　グラフ2を見ると、1985年以前は「国語表現」を含むものに限られて
いたテキスト類が、近年は「日本語表現」を含むものへと大きく変化して
2）国内で発行され、現在入手可能な書籍を収録する書籍検索サイト。収録データ
　は、各出版社から提供される書籍情報を日本書籍出版協会の「データベース日本
　書籍総目録」に蓄積し、そのうちの入手可能な既刊分、約90万点。データは日次
　更新。調査日は2011年7月3日。
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いることが分かる。これは、1990年代に行われた大学の学部・学科名称
の変更（国語・国文学→日本語・日本文学）に伴って行われた授業科目名
の変更によるものと考えられる。
【グラフ2】言語表現法テキスト類の名称
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　次に、手元にある言語表現法のテキスト10種の内容についてみよう。
次ぺ一ジの表1参照。例えば、テキスト①では文章表現のみで音声表現は
取り扱わないが、テキスト④では第1章で文章表現、第2章で口頭表現を
取り扱う。これに対し、テキスト⑥ではあいさつやスピーチなど音声表現
のみで文章表現は取り扱わないが、テキスト⑩では音声表現から始め、文
章表現へと進んでいる。このように、近年、音声表現の比重が高まってき
ていることが分かる。
　また、学習者が行う音声表現活動についてみると、テキスト②には「問
題」はあるが言語活動の実践ではなく「考えてみよう」式の課題であり、
テキスト④では具体的な活動の手順は示されることなく「発表し、感想を
聞いてみよう」式の課題であるに過ぎない。これに対し、テキスト⑥では
実際に挨拶やスピーチを行い話し合うタスクがあり、テキスト⑨では自己
紹介の具体的な実践的トレーニングがある。テキスト⑩でもメモや例に基
づく実際の自己紹介や会話の活動を取り入れている。このように、近年、
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実際の音声言語活動の実践が重視されつつある。また、これに伴いテキス
トには学習者が活動の準備として発表内容を記入する空欄などが確保され
る一方、教授者用資料（解答・解説、活動の手順）が別冊として準備され
ることも多くなっている3）。
【表1】言語表現法のテキスト10種
発行年 テキスト名 別冊・付録
① 1972国語表現法 なし
② 1975国語表現法 なし
③ 1986国語表現ハンドブック新訂版 なし
④ 1991すぐに役立つ国語表現 練習問題
⑤ 1993学生のための言語表現法 教授用資料
⑥ 2001スキルアップ日本語表現 タスクシート
⑦ 2001日本語表現法書き込み式 解答・小テスト
⑧ 2003日本語表現一現代を生きる表現行動のために ワークブック
⑨ 2008大学生のための日本語表現トレーニング 教授用資料他
⑩ 2009マスター日本語表現 教授用資料
　以上から、言語表現法テキストは文章表現が中心であった内容に音声表
現の内容を加え、さらに学習者に表現活動の実践を求め、その中で表現ス
キルを修得する方向に進んできていると言える。
　さて、表1のテキスト10種は、それぞれどのような目標・目的・意図
を持って執筆されているのであろうか。
　各テキストの「はじめに」に該当する部分をみると、以下のようである。
　①：学部や短大での表現法のテキスト、卒業論文やレポート執筆に実際
　　に役立っ。
3）入学生を対象とするスタディ・スキル関係科目を担当する教員がそれを専門と
　しない教員であっても授業できるようにという配慮もあると考えられる。
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　②：国語表現法の基本的事項について、話しことば・書きことばの両面
　　にわたる概説（文章表現に力点）。
　③：優れた表現力を身に付ける、正確で分かりやすい表現力を養う。
　④：特に文章で表現する人たちに適した手引書。
　⑤：文章の書き方だけでなく、大学・専門学校での学び方全般に目を向
　　け、学問のことばを自分のことばにしていく一助。
　⑥：社会人として必要な口頭発表能力の習得をグループ学習で行う。
　⑦：日常生活の中で、自分の意思を明確に伝えたり、相手の意思を的確
　　に理解したりする際に、誰もが必要とする能力（日本語の運用能力）
　　を伸ばす。
⑧：現代社会に生きる日本人の話し書く表現行動を総合的に考察し、日
　　常の言語生活に役立つ基本的な情報を簡潔にまとめたテキスト。
⑨：大学生活に必要な日本語表現を、効率的に、分かりやすく学べる。
⑩：知っているつもりの日本語表現をもう一度確認し、さらに表現力を
　　高めていく。
　以上のことから、各テキストの位置づけは、文章表現の重視か口頭表現
の重視か、知識の習得か技能の修得か、という両軸の中で定まるものと考
えられる。
3．2　単元「自己紹介」
　近年、言語表現法テキストで多く取り扱われている単元に「自己紹介」
がある。ここでは、これを例に言語表現法の実践について考察する。
　まず、「自己紹介」を取り扱うことの意義について井上（1986）は「表
現の手順の基本を身に付けさせる」ことを指導目標とする自己紹介文を文
部省（1982）に従いながら実践した経験から次の5点を挙げている。
　①自己紹介は生徒にとって身近な教材であり今後の人生にも役立っ。
　②　他人の自己紹介には好奇心が刺激され、興味がわく。
　③自己紹介は一人ひとりが取り組めるものである一方、当人にしか書
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　　けないものである。
　④自己紹介は自己を再認識させることができる一方で、新クラスの
　　個々の生徒を指導者がいち早く把握できる。
　⑤自己紹介は話し方指導へのつながりが持てる。
　次に、「自己紹介」を取り上げた言語表現法テキストは表1の10種中、
④⑤⑥⑨⑩の5冊である。それらのテキストでは自己紹介で紹介すべき項
目、順序は概ね「あいさつ→名前→内容（家族、出身地・母校、趣味・特
技、抱負、志望理由、仕事への意欲など）→あいさつ」としている。
　詳細を見ると、テキスト④⑩はそれぞれの紹介項目についての解説後、
自身についてそれらの項目内容を書かせたうえで、教室の前に出て自己紹
介を行う、そして聞き手に感想を聞くという展開である。また、テキスト
⑤では項目内容を解説し自己紹介文を書かせている。一方、テキスト⑥で
は当初からよい第一印象を与え、自分を覚えてもらうことを目的とする自
己紹介文を書かせる。それら一連の活動の中で、学習者は確かに自己と向
き合い自身を客観的に見つめ、その結果、自身について書き、話し、感想
を聞くことになる。
　しかし、それらの活動は学習者が多人数（例えば、50人以上）の場合、
必ずしもその活動内容の詳細、実態を知ることが容易でない。このため、
「自己紹介」活動の展開から成果に至るまでの具体的な指導上の知見が得
られず、学習者は果たしてどの程度まで自己紹介法が習得できているので
あろうか、という疑問が残る4）。
4．言語表現法の指導
既に3．1で見たように、近年、言語表現法のテキストは従来の文章表現
4）　これに対し、日本語教育の細川・蒲谷（2008）においては日本語学習者6人を
　対象に行う「自己紹介」単元（考える段階から文集にまとめるまで）に1回90分
　の計11回を費やす活動を詳細に紹介している。
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中心から音声表現の内容を加えた内容へと変化している。また、知識の習
得にとどまらず、言語の実践による技能（スキル）の修得を図る方向に変
化してきている。そこで、本章では本学で筆者が担当している言語表現法
科目「国語表現法A（前期科目）」の主に2010年度の授業を例に言語表現
法の指導と成果について具体的に検討したい。
4、1　受講者
　2010年度に筆者が担当する国語表現法Aを受講登録した2クラスの学
生数は、3限147人（1年生97人、2年生26人、3年生11人、4年生10人）
と4限96人（1年生56人、2年生15人、3年生20人、4年生5人）の計
243人であった。所属は、経営、法律、発達科学、教育等の各学科に及ぶ。
　これら多岐にわたる受講者を対象に、どのようにすれば言語表現法の知
識習得だけにとどまらない技能の実践的な修得が可能になるであろうか。
4．2　テキスト
　国語表現法Aで使用したテキストは『大学生のための日本語表現トレー
ニング　スキルアップ編』（表1のテキスト⑨、テキスト本体と別冊のト
レーニングシートの2冊構成）である。
　本書の「はじめに」によれば、対象者として「大学生活に必要な日本語
表現能力を身に付けたい大学1年生」及び「日本語表現能力をより向上さ
せたい大学2・3・4年生」のほか「大学に進学予定の高校生」「日本語
能力試験1級レベル以上の留学生」と幅広く想定している。
　しかし、特に、「高校と大学の違いにとまどっている人に大きな効力を
発揮する」ところから大学生の初年次教育に適することを謳っているた
め、受講者の63％が1年生を占める本科目に適切であると考えられる。
43　授業展開
国語表現法Aの授業では、使用テキストが「テキストによる導入→ト
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レーニングシートを用いた作業→テキストによる丁寧な説明」という学習
者の能動的な学習スタイルを特長としているため、おおよそ次のような授
業展開としている。
①テーマの導入→②課題1への取組み→③解答と解説→④ポイント
整理→⑤課題1の修正・完成→⑥課題2への取組み→⑦ポイント整
理→⑧課題2の修正・完成……→⑨テーマのまとめ→⑩実践課題3
（次回提出）→⑪振り返り・評価
　授業は、基本的にパワーポイントを用いて進行するが、学習者の活動は
トレーニングシートとテキストを行き来しつつ行われる。そして、随時、
学習者に課題の解答の発表を求めたり、テキスト本文の音読を求めたり、
配布プリントで補足を行いながら進行する授業スタイルである。
　例えば、「自己紹介」の授業では、教員が自己紹介の必要性を述べた後、
学習者には自己紹介の方法に関する解説を与えず、チャレンジ課題として
自己紹介の台本をどこまで書けるか、書けるだけ書くことを求める。これ
は、その時点における学習者自身の言語表現レベル（実力）を客観視する
ことが目的である。次に、テキストにある解答例（問題点を含む）を示
し、その問題点について学習者にトレーニングシートに書いた意見を求め
ながら明らかにしていく。この学習の過程で、学習者は自身の解答とテキ
ストに示された他者による解答例の比較、検証を行うことになる。同時
に、最初に書いた自己紹介の台本における自身の改善点（あるいは優れた
点）を意識化することになる。これは、学習者の台本の多くが印象に残り
にくい、網羅的な自己紹介になりがちである事実を踏まえてテキストの解
答例が作成されていることによるのである。
　それから、自己紹介のポイント①「具体的に話す」ことを学ぶ。同様の
展開によりポイント②「否定的なことは言わない」を学ぶ。その後、台本
の書き直しにより「聞いた人が話しかけたくなる自己紹介」を完成させ
る。さらに、その完成した台本による自己紹介をペアで行い、項目内容に
ついて互いに質問し合うことで自己紹介の相互評価が行われるとともに、
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質問の仕方をも身に付けることが可能となる。
　こうした一連の学習活動の中で、学習者は自身の言語表現と向き合い、
他者の言語表現に触発され、言語表現法の要点を理解し、自身の言語表現
法を獲得する。そのとき、学習者には言語表現力のレベルアップ、言語表
現法のスキルアップがはっきりと実感される。そして、自身と他者の言語
表現に対する評価力（自己評価力・相互評価力）が習得される。
4．4　授業の効果
　では、前節4．3のような授業により学習者はどの程度、言語表現力を習
得できたのであろうか。ここでは、授業の効果について検証する。
　前掲の「自己紹介」の授業では、最初に課題1「大学の同じ学科（専
攻・コース）の同輩に、1、2分程度で自己紹介をするとしたら、あなた
はどんなことを話しますか。自己紹介の台本を書くような感じで書いてみ
てください」を与え、A4版解答用紙に7行分の記入欄を用意した。学習
者は、その時点での自身の力量の範囲で解答し、その後、テキストの解答
例を検討し「具体的に話す」というポイントを学んだ。次に、課題2とし
て先の課題1で書いた自己紹介の話題を1つか2つに絞り、それぞれの話
題にっいて「より具体的に書く」を意識してトレーニングシートに書くこ
とを実践する。それを踏まえて、課題3として課題1の自己紹介の内容を
もう一度書き直し完成させたのである。
　そこで、学習の成果の一例として学習者（2011年度国語表現法A受講
者2クラス計318人）が自己紹介文に要した行数に注目してみると、課題
1では平均5．0行を要したものが課題3では平均6．4行となり1．4行の増加、
課題1の1．3倍にまで及んだ（次ぺ一ジのグラフ3参照）。これは「より具
体的に書く」ことが学習ステップを踏んで実践（練習）したことにより
実現した結果であると言えるだろう。また、課題1での行数が2行及び
3行であった学習者は100％が課題3での行数が増加、4行の学習者では
94．7％、5行の学習者では80．7％に行数の増加が認められた。
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　以上のことは、「具体的に話す」という言語表現法が実践され、量的に
も質的にも効果を上げた結果と認めることができる。
【グラフ3】自己紹介に要した行数（318人）
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　さて、次に示す例1は話題を2つに絞って具体的に書くことで行数が増
加し、内容が充実した例、例2は話題を1っに絞った結果、量的にも質的
にも大きな効果を上げた例である。例における文章中の下線は本論文の筆
者、末尾の（）内は学習者による「振り返り」からの抜粋。
〔例1〕
匡麺］：名前はOOといいます。出身は茨城県で、年は21歳です。趣
　味は旅行と映画鑑賞です。好きな食べ物はお好み焼きとチョコレート
　です。
圃：名前は○○といいます。出身は茨城県で、年は21歳です。趣
　味は旅行です。事前に情報収集して計画を立ててから行くことも、あ
　えて何も決めずに行くこともあります。いままで一番楽しかった旅行
　は大阪でした。卒業旅行はヨーロッパに行きたいと思っています。そ
　れから、映画鑑賞が好きです。映画館で見るのも迫力があって好きで
　すが、どちらかと言うと、家でくつろぎながら見るほうが好きです。
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　洋画よりも邦画を見ることが多いです。もしも、お薦めの映画があっ
　たら、ぜひ教えてください。
　（振り返り：最初はほとんど書けなかった自己紹介が、段階を踏んでい
　くと、すごくラクにたくさん書くことができました。この成果には自
　分でもとても驚いています。）
〔例2〕
匿麺］：私の名前はOOといいます。栃木県北部出身で、大学までは毎
　日、一時間半かけて電車で通学しています。朝、起きるのが辛いです
　が、大学の友達がとても好きで、眠いながらも頑張って通ってます。
　趣味は買い物をしたり、映画をみたりすることで、冬にはスノーボー
　ドもやったりします。体を動かすことが好きなので、バスケットの
　サークルに所属しています。先輩や同年代の友達がとてもいい人なの
　で、楽しくバスケットをすることができます。
匿麹：私の名前はOOです。栃木県北部の出身で、大学までは毎日、
　一時間半かけて電車で通学しています。趣味はスノーボードです。ス
　ノーボードを始めるきっかけとなったのは、昨年、友達に誘われて
　やったスキー場のバイトです。レンタル場のバイトをしていたのです
　が、バイトが休みの日には友達と一緒にスノボーを一日中やりまし
　た。それからスノボーがとても好きになってしまいました。でも、
　ウェアはどのブランドがよいか分からないので、まだ買っていない初
　心者です。スノボー好きの人、もしいいブランド知っていたら教えて
　ください。それから、今度、一緒に行けたらいいなあと思います。以
　上、スノボーが大好きな○○でした。よろしくお願いします。
（振り返り：初めに書いた自己紹介より改善点やポイントを聞いてから
　書いた自己紹介のほうが相手の興味をそそるように書けたと思う。ま
　た、ペァを組んだ相手の自己紹介を聞いていても、質問したいなと思
　うことや共通の趣味があったときにぜひ話しかけたいなと思うような
　内容だったので、すごくやりやすかった。今後に生かせると思う。）
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4，5　学習項目
　使用テキストには学習テーマとして次の17項目が挙げられている。こ
れらは約500名の大学生にアンケート調査を行い、実際の大学生活に必要
なテーマとして厳選されたものであるという。
①自己紹介②大学でのノートのとり方③敬語の基礎④確実な連絡メ
モ⑤メールの書き方⑥手紙の書き方⑦説明のコツ⑧大学生の調べ
方⑨アンケートのとり方⑩資料の読みとり⑪効果的なプレゼンテー
ション⑫堅実なレポートの書き方⑬卒業論文に向けて⑭履歴書の作
成⑮面接の受け方⑯小論文の書き方⑰エッセイ・ブログ
　また、別冊トレーニングシートには付録として、間違えやすい、表現の
ルールや語旬を集中的にトレーニングする「基礎ドリル」8項目分が付け
られている。
　このうち授業では、テーマ①～⑧と⑩～⑫の11項目、「基礎ドリル」の
5項目（1．敬語、2．仮名遣い・漢字と送り仮名、3．慶事の基礎知識、
4．話し言葉と書き言葉の違い、5．慣用旬・ことわざ・四字熟語）の計
16項目を扱った。しかし、それらは学習者にどの程度、有用だと意識さ
れたのだろうか。それを明らかにするため、その16項目をテーマ①～⑧、
⑪⑫と基礎ドリル2．～4．の13項目に絞り、2010年度前期末に学習者に
どの学習項目が有益であったか、ベスト3を挙げさせ、その理由を尋ね
た。回答者数は2クラス計197人。グラフ4参照。
　有益な学習項目の第1位は「敬語の基礎」、第2位は「手紙の書き方」、
第3位は「確実な連絡メモ」であった。
　主な理由をみると、第1位の敬語では、これまで自信がなく不安であっ
た敬語を基礎から学び直せたこと、大学生になって交際範囲が広がり敬語
を使用する場面が増えたこと、今後、社会人となってからもいっそう必要
であると考えられることなどがある。
　また、第2位の手紙では、これまで書き方にっいて多少の知識や経験は
あっても正式に書いたことがなかったが、今回、実際にペンで目上の人を
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【グラフ4】有益な学習項目
書き書葉澄．2調べ方・2・2　　5
　　自己紹介，3．6
　　プレゼン法，
　　　3．7
　　ノート法，6．5
レポート法，凄事知識，0、9　　仮名遣・送り
　　　　　　　仮名，0．7
敬語の基礎，
　24：．5
説明の並ツ，
　9マ　　　　　　　手紙の書き方、
メールの婁
　方，10，4　連絡メ
　　　　モ法，
　　　　　11、2
21．8
　　　　〈数字は％〉
対象に礼状を書く練習が経験できたこと、同じ受講生が書いた手紙をプリ
ント資料で読む機会があったことなどが挙げられている。
　第3位の連絡メモでは、今まで5WIHを知らなかった、知識として5
WIHを知っていても実際に練習したことがなかった、その後、授業で練
習したような連絡メモを書くことが実際にアルバイト先であった、今後、
教員や先輩に連絡メモを書く機会が増えるから、などが主な理由であった。
　以下、有益な項目として、「メールの書き方」「説明のコツ」「大学生の
ノートのとり方」など実用的な言語表現法が続いた。
4．6　授業評価アンケート
　国語表現法Aの授業の最終日（2010年7月22日）に行った本学様式の
授業評価アンケート中の①「教科書・参考書」、②「授業内容」、③「授業
満足度」に関する質問事項の結果を次ぺ一ジの表2に示す。また、④「家
庭学習（予習・復習）」に関する質問事項の結果を表3に示す。回答者数
は2クラス計189人。
一353一
井　上　次　夫
【表2】「国語表現法A」授業評価アンケート①
非常に ある程度 ふつう あまり 全く 計
①教科書や参考書
　は役に立ったか
　106??．
1％
69
36．5％
10
5．3％
?．
6％
?．
5％
189
100％
②授業内容に興味
　が持てたか
83
43．9％
85
45．0％
14
7．4％
?．
2％
?．
5％
189
100％
③この授業を受講
　してよかったか
90
47．6％
81
42．9％
13
6．9％
?．
6％
?? 189
100％
　①～③のいずれの質問事項においても「非常に」「ある程度」を合わせ
ると90％前後の支持を得ていることから、使用テキスト、学習項目など
が適切であったと言えるだろう。
　次に、学習者自身の取り組みについての質問事項④「家庭学習（予習・
復習）」に関しては、「必ず」に「時々」を合わせても70％弱であった。基
本的に言語表現法科目は予習よりも復習としての課題の比重が高いため、
今後、その指導にいっそう重点を置く必要があると考える。
【表3】「国語表現法A」授業評価アンケート②
必ず 時々 指示時 殆ど 全く 計
④あなたは、予習・
　復習をしたか
28
14．8％
99
52．4％
12
6．3％
34
18．0％
16
8．5％
189
100％
　なお、本科目の成績評価は、出席15％、課題提出物（提出点と内容点）
55％、前期末試験30％を基準に行うこととしているため、学習者の言語
表現法の習得状況は課題提出物のほか、筆記試験によっても評価されるこ
とになる5）。
5）前期末試験の受験者214名の出席率は平均95．5％、課題提出物は平均82．2点、筆
　記試験は平均71．1点で、成績評価は平均80．9点であった。
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5．言語表現法の実践教育
　高等学校での国語や大学での国語表現法の授業は「読む・書く・話す・
聞く」という言語表現法の総合的な実践の場であると言える。本章では筆
者が経験してきた音声表現教育における実例を挙げ、言語表現法の実践の
あり方について検討する。
5．1　高校生（16歳～18歳）への教育
5．1．1　現代文・国語表現
①自己紹介：自分の氏名を音声だけで（文字を使わずに）伝え、聞き手は
　それをメモする。伝わらないと漢字が仮名書きされる。これは、漢字に
　関する知識を口頭で表現し、それを聞き取り文字化する実践。
②グループ討議と発表：夏目漱石「こころ」にっいてグループ単位で内容
　を読解、主題について討議し、発表し合う。これは、読解した内容を口
　頭で表現し、それに口頭で質疑応答する話し合いの実践。
③レポート発表：歌謡曲の言葉、話し言葉と書き言葉、方言などの課題に
　っいて作成したレポートをクラスで個人発表し、質疑応答する。これ
　は、調査内容を文章化し、口頭で発表し、質疑応答する実践。
④3分問スピーチ：教室に「私の宝物」を持参し、それにっいて語る。こ
　れは、説明し、伝えるスピーチの実践。
⑤プレゼンテーション：国語の知識問題を4人単位のグループで解答し、
　パワーポイントを用いてプレゼンテーションする中で、国語知識を習得
　し、発表法を自らの体験を通して開発させ、確かめ合う実践。
⑥推薦図書新聞（ポスター）：自分が読んで薦めたい図書の新聞やポス
　ターを長期休暇中に作成し、それをスクリーン映写してプレゼンテー
　ションを行う実践。その後、聞き手が読みたくなった本を投票する。
⑦読書体験記発表会：読書体験記をクラスで発表後、選抜された生徒5人
　が学年約200人を前に朗読する。聞き手は評価、感想を記入する。これ
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　は、読書によって得た自己の変化を文章化し、口頭で朗読し、聞き手は
　発表の内容と方法について評価する実践。
⑧名作の朗読発表会：近代の小説の朗読と詩の暗唱を、教室の前で一人ず
　つ発表する。それを録音するとともに、口頭及び文章で自己評価と相互
　評価を重ねる中で言語が有する能力を発揮させる工夫を経験させ、発表
　力と評価力を向上させる実践。
5．1．2　古典
①リレー読み：古文や漢文の入門期に、個人が旬読点単位で順次、読み進
　む。前の人から読み継がれてくる流れに乗るように読むことの実践。
②群読発表会：「平家物語」「方丈記」や漢文の群読を行う。これは、内容
　読解、対句などを生かした「表現読み」をグループ単位で創造的に行
　い、口頭発表する実践。
③プレゼンテーション：古文の説話を4人単位のグループでOHC（書画
　カメラ）を用いて発表、質疑応答、自己評価、相互評価する実践。
5，2　大学生（19歳～）への教育
①自己紹介（他己紹介）：多くの情報を網羅的に列挙する自己紹介ではな
　く、選定した情報を具体的に述べる自己紹介をペアで行った後、他のペ
　アに自分のペア相手を紹介する。最後に、ペア1組が教室の前で口頭発
　表する実践。
②通信文と発表：メール、手紙の書き方の学習後、作成したメールはスク
　リーン映写、手紙は印刷し、当人が読み上げたり教員が朗読したりす
　る。当人には事前了解を得る、匿名にするなど個人情報に配慮して実施。
③ペア協議：作成した文章や課題の解答などを交換し、コメントを述べ合
　う。他者によることばの実践を自己の実践と比較し、それを言語化して
　伝え合うことで表現力の向上を図る実践。
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【図2】音声言語表現の系統性
伝えることばの展開
反蟹・螺旋
アップ
系統性の重視
音声言語力
書語表現法
④経験を語る：各種実習に参加した学生に依頼し、その実習体験について
　語り聞かせる実践。体験に基づいた語りのパワーを相互に実感する。
⑤模擬授業：児童教育専攻の学生が小学校国語の教材についてグループ単
　位で模擬授業を行う。他の学生は児童役と参観者となり、授業後、それ
　ぞれの立場で発言し、意見交換を行う実践。
5．3　高専専攻科生（20歳～）への教育
　通常の講義式授業のほか、20歳以上で20人台の専攻科生を対象とする
言語表現法の実践としてワークショップ演習を行った。
　例えば、課題（「究極の選択」一10名のうち、地球に残す3名を選択）
に対し、まず個人解答（残す理由と3名の選択）、次に4人単位のグルー
プで討議し解答を1つに絞り、代表者が発表、質疑応答。最後にフィード
バック、個人の振り返り、というような順に取り組む実践。
　なお、①指定時間や演習のルールを守る、②気楽に楽しむ、③相互に尊
重する、④失敗を認める、などを事前指導しておく。
5．4　言語表現法の教育
言語は人間と同じで、あらゆる能力を持っている。その能力を十分に発
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揮させるためには一定の技術（ski11）と技能（technicalabilily）の修得が
必要であり、それが見事に成就すれば技芸（arts）にまで至る。
　そのような言語表現法教育の過程では一・方に表現し、伝えることの必要
性が確固として存在する。また一方には、表現し、伝えたいという熱い思
いが深く横たわっている。言語の運用に際し、その必要性と思いが相互に
触媒となった瞬間、研ぎ澄まされた言語感覚と独創的な発想が生じ、言語
運用能力が駆使され、言語が持つあらゆる能力が存分に発揮される。しか
し、実はそこには地道な修練に堪えた個性的な工夫、数多くの失敗に学ん
だ知恵が生かされていることを忘れてはならない。こうして、言語表現者
には豊かな表現で、適切に相手に伝えることの効果、そして楽しさが実感
される。そのとき、言葉によって伝え合うことの意味、重要性が再認識さ
れる。言語表現法の教育とはそういうことを目標としている。
　すなわち、自己完結的な自己表現にとどまらず、他者である相手への適
切で的確な伝達表現へと高める。一方向的な伝達表現にとどまらず、双方
向的な伝達表現へと高める。それが内容のある、技能に支えられた目標と
すべきコミュニケーション能力であると考える。
　ところで、上述の「技術」と「技能」の違いはどういうことだろう。い
ま、漢文学習にっいて述べた江連（1984）によって整理すると、次のよ
うである。図3参照。「技術」とは、知識の中でも練習によって技能に到
達することができる要素に支えられて身に付いたものを指す。言い換えれ
ば、「技能」とは練習により身に付け修得した技術である。したがって、
「知識」は、練習により技能に到達する要素を含まない知識（＝知識①）
と、練習により技能に到達する要素を含む知識（二知識②）の2つが区別
されることになる。図3では、知識①が理解されるだけの「知識」にとど
まっているのに対し、知識②は理解され、それが技術、さらに技能へと結
び付いていくものであることが示されている。
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【図3】技術と技能
亙E亙］　〈うまく表現する
☆』1』『
知識①　　　　知識②　　という方法〉＆
E亜］　　［二璽璽二］　〈技能へ到達できる
　　　　　　　　　　　知識〉
　　　　〔江連（1984：110）をもとに筆者が作成〕
　例えば、知識①とは「言語には文字言語と音声言語がある」のような性
格のものであり、練習によって技能に到達するといった性格のものではな
い。一方、知識②は、例えば自己紹介における「具体的に話す」であり、
一つの要素についてそれと関係のある個々の情報を付加するという内容で
ある。これは、個々に関連情報を書き出す練習をしたり、自己紹介の実践
の中で「具体的に話す」ことに注意したりする学習の結果、「具体的に話
す」ことができるようになり、場面に応じて具体性を調整できるようにま
で至るといった性格のものである。このように、知識②（二技術）は練習
（運用・実践）によって技能に到達することができる知識なのである。
　国語表現法Aでは、言語表現法の運用・実践から入り、むしろ知識①よ
りも知識②（二技術）を重点的に修得し、それを練習によって技能にまで
高めることを目的とする教育方法を目指していると言える。したがって、
単に知識①の習得に終始するのではなく、運用・実践を通して知識②を修
得し、練習により技能を修得する。そうしてこそ、テキストが特長として
謳う「能動的学習スタイルが実現する」ものと考える。
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5．5　対話型授業による教育に向けて
　言語の運用と実践の場であるコミュニケーションにおいては、話し手で
ある話者、聞き手である相手、そして話される話題内容がある。通常、大
学の授業という場においては教員が話し手、学生が聞き手であり、講義内
容が話し手の側から聞き手の側に一方向的に伝えられる。
　しかし、朝日新聞の朝刊（2011年1月31日15面）は「大学授業も対話
で白熱」と題して、ハーバード大学のマイケル・サンデル教授による「白
熱教室」に見られるような、学生側が意見を述べる対話型授業が日本の大
学でも広がる動きがあることを伝えている。つまり、学習者である学生が
「見ている人」から「やる人」へと変化することで学習意欲がより高まる
授業に発展するというのである。
　いま、国語表現法Aでは、学習者一人ひとりの意見を引き出し、それを
言語表現化するための方法を実践的に習得させている。その過程で「能動
的学習スタイル」を要求するが、それはまさに「聞くだけの人」から「実
際にやる人」への質的変化であると言える。この先にあるものが、自己と
他者が行った言語表現についての意見交換であり、対話であり、そして議
論である。授業では、部分的にペア協議などを取り入れてはいるものの、
さらなる工夫の余地があると考えており、今後の課題としたい。
6．おわりに
　現在、大学生の言語コミュニケーション能力を育成し、向上させること
は時代の要請ともなっている。本稿では、そういう状況下で大学における
言語表現法科目はどこまで貢献できるかについて考察を行った。
　そのため、高等学校までの「話すこと・聞くこと」「読むこと（音読）」
の系統性を概観し、大学における言語表現法の実践教育の内容とあり方に
っいて具体的な検討を行った。その結果、有効だと思われるのは、まず自
身の現時点の言語表現力によって課題に取り組み、次にそこを出発点とし
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て他者の言語表現法と比較・対照しながら言語表現法の要点を理解、そし
て実践的な練習を重ね、最後に自身と他者の言語表現法に対する評価を行
うということである。そのような学習者の主体的な取り組みを引き出す、
つまり、能動的学習スタイルを習得させる教育、そして対話型授業がより
重視されなければならないことを主張した。
今後、そのような言語表現法教育の実践を継続し、言語表現力の向上に
関する実践知を積み重ねるとともに、大学における言語表現法教育の理論
化を図る必要がある。
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